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傾聴者の健康チェック
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健康チェックの内容

中断したまま

一時中断後再開

従来と変わらず実施

中断したまま 一時中断後再開

従来と変わらず実施

その他

健康チェックをした

していない

健康状態自己チェック
（検温・消毒など）

自身の行動歴

感染地域者との接触歴の有無

施設傾聴は８１％が活動中断。個人傾聴は一時中断も含めて活動実施が４５%

個人傾聴の際の感染対策は「換気」以外はとっている

傾聴活動を継続している場合の健康チェック

１．緊急事態宣言（２０２０年４月）以降の傾聴活動

長野県傾聴ボランティア連絡協議会 アンケート結果 その１ ２０２０年１２月15日時点でのまとめ



2．傾聴グループの活動について
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定例会・連絡会

37%

56%

7%

傾聴の実施・中止の判断

施設の指示・方針

感染状況に応じた自主的判断

時間短縮・隔月に変更

中断したまま 従来通り実施

一時中断後再開
中断・再開の繰り返し

終息まで中止

48%

13%

22%

17%

この期間新たに取り組んだこと

勉強会 学習会の実施

会報・ニュースの発行

特になし

その他

会員同士のつながりを保つために実施している。

時間短縮、毎月を隔月に変更 会場の確保など工夫。

・会員のつながりを維持するための会報・通信の発行を工夫

・スキルの維持やスキルアップのために「月刊傾聴ボランティア｣な

どを学習資 料として読み合わせたり、配布する

・ロールプレイングの実施 認知症講座参加呼びかけ 冊子作成な

ど

・新会員と のつながりを保つため定例会出席の呼びかけ、資料作り

・自由に語り聴くピアサポート

３．その他

地域により若干の違いはあるが、福祉施設は家族の面会も禁止の状態

ボランティアの受け入れも当然中止 高齢者施設がクラスターになる

ことが多い状況


